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人権教育推進校の取組（白山市立美川中学校 平成29・30年度指定）

１ 研究の概要
(1)研究主題・副題
「伝え合い、認め合う生徒をめざして」 美川中キャラクター

～自ら考え、共に学び、課題を解決する学習を通して～ ふぐたろう
(2)人権教育の重点目標
【重点①】あらゆる偏見や差別をなくし、互いに尊重し合う望ましい人間関係を築こうとす

る意識や態度等の実践力を育成する。
【重点②】人権尊重の精神を培い、様々な人権課題についての基本的な知識を習得し理解を

深める。

２ 実践事例
(1)人権尊重の視点に立った授業づくり ～【重点①】実践力の育成～
①普遍的な人権意識の育成
・人権教育の推進に当たり、日々の授業における活動の一つひとつが、人権尊重の雰囲気
を醸成する上で、重要な要素となる。

ア 自己存在感を持たせる
支援を工夫する。

イ 共感的人間関係を育成
する支援を工夫する。

ウ 自己選択、自己決定の
場を工夫して設定する。

○主な発問
○深深めの発問
○指導 ●評価
※評価規準に達しない
生徒への手立て

国語科 学習指導案の単元計画の一部 ◎人権教育上の配慮

②学習の見通しをもって粘り強く取り組むための工夫
・学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら見通しを
もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振
り返る。

・学校行事や教科の授業等において個人目標を決
め振り返りをし、達成感を味わわせることで、
自尊感情を育てる。

③自己の考えを広げ深めるための工夫
・身に付けた知識や技能を定着させると共に、物
事を多面的に深く理解するために多様な表現を
通じて生徒同士や教師と生徒が対話し、深める。

・意見を揺さぶる「発問」や「問い返し」をする
ことで他者の意見を尊重し、思考を広げ深める。

研究の全体構想図
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(2)個別的な人権課題への深い理解 ～【重点②】人権課題についての知識の習得と理解～
・人権尊重の精神を培い、様々な人権課題について基本的な知識を習得し、理解を深めた。

(3)道徳教育・キャリア教育の充実
・道徳教育年間指導計画に人権教育関係資料を明記し、生徒の心に響く教材を活用した。

(4)生徒会活動の充実

(5)校内研修会の充実（計画的な外部人材の活用と校内ＯＪＴの実施）
・授業改善、生徒指導、道徳教育等、さまざまな角度から授業力向上に努めた。

３ 成果と課題
｢自分の大切さとともに他の人の大切さを認める｣という人権尊重の視点に立った授業づくり

や様々な人権学習を通して、自尊感情の高まりや互いに認め合う気持ち、相手を思いやる気持
ちを醸成することができた。今後も、学校の教育活動全体を通して、さらに人権に関する知的
理解と人権感覚を高める取組を行っていく。また、｢自分のよいところを知っている｣の項目で
は、肯定的回答に伸びが見られたものの、まだまだ自尊感情が低い。｢自己存在感｣、｢共感的
人間関係｣、｢自己選択･自己決定｣を意識した活動に、さらに継続的に取り組んでいく必要がある。

ア. 子ども

弁護士による「いじめ」 人権集会「ええところ」
についての講話 （絵本）の 読み聞かせ

イ. 外国人

イギリスボストン町との ３年「国際理解学習」
授業や部活動での交流 世界の異文化に触れる

ウ. 高齢者

２年室長会/単身の高齢者
へ Xmasカードを贈る

エ. 障害のある人

１年保健体育科 (株)LITALICO社長
「車椅子バスケット 人権教育講演会「障害

オ. インターネット

ＮＴＴドコモ・法務局・
人権擁護委員「人権教室」
いじめや人権侵害

カ. ＬＧＢＴ

２年 性と生の学習会
菜の花助産院助産師
LGBTについての理解

キ. 東日本大震災

避難訓練（地震・津波）
福島県の避難所における
人権について考える

ア. 道徳の時間（ゲストティーチャーの効果的な活用 等）

性同一性障害について 車椅子バスケットボール選手 視覚障害者と盲導犬 道徳の時間の足跡掲示
助産師による終末の話 との対話で考えを深める 「ニュースで討論」 人・人・人への思いやり

イ. 学級活動（進路）

「ペットボトルの旅」
職業調べに発展

図書委員会「みんなちがってみんないい」 保健・給食委員会 室長会「ピアカウンセリング」 美中祭「美中タイム」

全校一斉人権関係の本のブックトーク 「ありがとうの花束」 「Laugh card大作戦」 「最強自慢コンテスト」
と様々な人権課題の関連図書の展示 感謝を言葉で伝える大切さ ～もつべきものは先輩～ 驚きの特技を披露

キャリア教育研修会 人権教育研修会 人権教育校内ＯＪＴ ＱＵ活用研修会 生徒指導研修会

金沢工業大学 白木みどり 神野ちどり氏による講義 教頭による講義及び 県教員総合研修センター いじめアドバイザー
教授による講義・指導助言 「第３次取りまとめ」等 アクティビティの演習 校内研修サポート を招いた事例検討会


